



Development of the gymnastics class which the skill acquisition it depends collective work
― Study for university students ―
Abstract：The purpose of this study is to inspect the gymnastics class which the skill acquisition it 
depends collective work. The subject is 180 students of university K.I organize a group to became 
the different skill level. In the guidance and tutorial. I told point of skill and a reason not to have 
by whole instruction and the supporting method. From this, the students were collective work 
independently. Furthermore, application of ICT is effective for a student not to understand the own 
moving mode. By such an attempt, 94% of students achieved the subjects. In addition the class 
evaluation questionnaire for the students “independent by this class?”, 78.4% students thought 
so very much. The future problem is development the class which the remaining 21.6% students 
independently.
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　実施の数秒後に映像が流れる無料の映像遅延アプリ
ケーションの使用も考えられたが，２台の端末では特
定の班しか撮影できない，あるいは再生機能はあるが
録画機能がなく事前と事後の動作を比較し失敗の原因
や成功の根拠を発見することが困難である，という理
由から，標準搭載されているビデオおよびスローの機
能を使用させた。また，日頃からiPhoneを使用して
いる学生が多く見られたため，同様の機能を持つiPad
の操作も容易であると考えられた。水島（2015）は，
器械運動の授業でiPadを活用することの有効性を調査
している。そこでは，iPadを使用するメリットとし
て，技のポイント・練習方法・感覚を身に付ける運動
が視覚情報として確認できることを挙げた。一方，中
野ほか（2017）は，教員の指導が最小限でICTを活用
した授業形態とICTを活用せずに教員が指導する授業
形態で比較したところ，学習者同士の学び合い，教え
合いは同様の学習成果だったことから，器械運動の指
導に困難さを抱える教員は積極的にICTを活用すべき
としている。
　本研究の実践場面においては，体操競技歴２年，器
械運動指導歴10年の筆者が常にいたものの，TAや受
講生には体操競技を専門的に行ってきた学生はいな
かった。そのため，技能レベルの高い学生でも技のポ
イントなどを言語化して表現することは困難な場合が
多く，ICTの活用は有効であると考えられた。
４．結果と考察
１）練習状況の概観
　マット運動については，２回目～８回目まで授業を
展開し，９回目に実技テストを実施した。その後，達
成出来ていない技については，追加で２時間行った。
以下に，最終的な各技の達成率を示す。達成の基準
は，日本体操連盟公認１種審判員免許を所持している
筆者が５点満点の技は３点以上，３点満点の技は２
点以上の実施とみなした場合に達成とした。受講人数
は，総数で376名であったが，本研究の対象は，筆者
が担当した180名（途中で履修を辞退した学生を除く）
とした。
　①倒立前転・・・98％（177／180）
　②とび前転・・・99%（178／180）
　③伸膝前転・・・94％（169／180）
　④伸膝後転・・・99%（178／180）
　⑤後転倒立・・・99％（174／180）
　⑥側方倒立回転・・・100%（180／180）
　⑦側方倒立回転１/４ひねり・・・98％（177／180）
　⑧前方倒立回転とび・・・95％（171／180）
　特に，伸膝前転，後転倒立，ロンダート，前方倒立
回転とびの４技については，受講生の半数以上が「実
施したことがない人」という問いに対して挙手をして
いた。そのため，授業前のアンケートでｃやｄと自己
評価していた学生が多く見られたものの，全ての技に
おいて94％以上の高い達成率となった。また，首の筋
肉痛や手首の痛みなど，反復練習による細かな損傷は
あったものの，骨折や捻挫といった突発的な大怪我は
報告されていない。これらのことから，授業前に掲げ
た「班の全員が怪我なく課題技を達成すること」を概
ね達成したといえよう。授業評価アンケートにおいて
は，「あなたはこの授業に意欲的・主体的に取り組む
ことができましたか？」という質問に対し，とてもそ
う思う…78.4％，ややそう思う…21.6％（計100％）と
いう回答を得ることができた。また，自由記述の中に
は，「仲間と協力して取り組んでいくスタイルが好き
でした」「説明が分かりやすかった」などの回答が見
られた。一方，「努力しているができるようにならな
い」などの否定的な回答も見られたなど，決して全て
の学生が技を達成出来ているわけではないことを見過
ごしてはならないだろう。
　以下に，特に学び合いの効果があったと思われた４
つの事例を示した。
　（１）倒立前転の学び合いの例
　倒立が苦手な学習者Ａ（以下，Ａとする）に対し，
習熟者の学習者Ｂ（以下，Ｂとする）が以下のような
指導を行った。
　まず，「倒立が怖い」というＡに対し，両手を着手
し片脚を上げた体勢から上げた脚をＢが掴み，ゆっく
りと倒立へ引き上げた。その際，前転を先取りし頭部
を前屈してしまうＡにＢは「手を見て」と助言を繰り
返した。その練習を数本繰り返した後，片脚を振り上
げさせ，自力で倒立位近くまで到達させるよう促し，
しだいに倒立に対する恐怖心は緩和された。前転に持
ち込む際には，筆者の助言を活かし，「手よりも前に
頭を着けて」などと助言をしながら倒立から前転まで
の接続をスムーズに誘導した。その際，初めは補助を
していたものの数本実施をしたあとは「頑張れ」など
と声がけをしながら見守っていた。しかし，補助を外
した途端にＡは萎縮し，不安な表情を浮かべた。その
様子を見た筆者は，補助を外すのは早いと判断し，Ｂ
に「徐々に補助の強度を弱めていって」と助言した。
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Ｂは助言に応じ，その後約５本の実施でＡは倒立前転
を達成した（図３）。
　これは，予め「異なる技能レベルの学生同士で班編
成した」ことや「個別指導で未習得の学生に直接指導
するのではなく指導側の学生に対して補助の方法を伝
えた」ことが，学び合いの場を促進したと考えられ
る。つまり，文部科学省（2018）が器械運動の目標と
して提示している，技能を高めるだけではなく，学習
者同士のコミュニケーションを促進し，協働的に学ぶ
ことが達成されたといえよう。
　（２）後転倒立の学び合いの例
　後転倒立は後方という視覚で確認できない方向に回
転しながらタイミングよく腕や腰を伸ばすという点に
難しさがあり，未経験の学生にとっては難関な課題で
あろう。
　学習者Ｃ（以下，Ｃとする）は後転倒立の経験がな
く，下半身は倒立方向に伸びているものの両腕で地面
を押し離すことができずに頭部が地面に接触したまま
着地をするという失敗を繰り返していた。一方，同じ
班の学習者Ｄ（以下，Ｄとする）は後転から容易に倒
立に持ち込める習熟者であった。そこで，ＤはＣに対
し，筆者が全体指導の中で行った「下半身を上に向
かって伸ばし，同様のタイミングで腕を伸ばすことで
少ない力で倒立に引き上げる事ができる」という助言
を元に指導していた。しかし，言葉で伝えてもＣは技
を達成することができない。またＣは，「（自分の体勢
が）どうなっているか分からない」と発言しているよ
うに，後方という視覚で確認できない方向への回転の
中で定位感の混乱が生じていたと考えられる。定位感
とは，「〈今ここ〉という絶対ゼロ点で，わが身の動き
の方向性を直に感じとる（金子，2018）」ことである。
そこでＤは，iPadで動画を撮影し，Ｃ自身に観察させ
た。ＤはＣに動画を見せながら腕を伸ばすタイミング
で「ここ」と言いながら動作のポイントを伝えた（図
４）。その後，すぐには改善されなかったものの，自
身の客体的なイメージと目標が明確になったためか，
映像を観る前よりも積極的に技に取り組んでいると見
受けられた。
　技能が未熟な場合，自己観察した動作のイメージと
実際の動作は一致していないことが多く見られる。そ
の場合，動きを外側から観察している指導側と動きを
内側から観察している実施側の動きに対する問題点や
解消法への解釈が異なり，指導内容が正確に伝わらな
い。この事例では，Ｃは指導されている通りに「下半
身の伸ばし」と「腕の伸ばし」のタイミングを合わせ
ている“つもり”だった。しかし，実際に映像で観察
してみると思っていたよりも腕の伸ばしのタイミング
が遅いことに気付いた。そして，映像を観察しながら
のＤとの対話の中で“いつ，どのタイミングで腕を伸
ばすか”が明確になった。このことは，水島（2015）
の報告にもあるように，技のポイント・練習方法・感
覚を身に付ける運動が視覚情報として確認できたと捉
えることができる。さらに，ICTを活用し，実施者が
自身の動作を客観的に観察することにより，指導側と
の共通認識が図られ，助言なども正確に伝達できたと
考えられる。
　（３）前方倒立回転とびの学び合いの例
　前方倒立回転とびは，着地時に膝や足首を損傷する
危険性の高い技であることから，着地地点には必ず
２枚以上のマットを設置することを条件に実施させ
た。全体指導の中では，素早く回転することを優先す
るのではなく，まずは倒立を経過させることを重視さ
図３．倒立転倒における学び合いの場面 図４．ICTを活用し，アドバイスを送る場面
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せた。段階的な練習としては，「倒立からセーフティ
マットに倒れこむ」，「倒立から倒れこむ際に足裏から
着地しブリッジのような体勢になる」，「着手の前に前
上方に跳び（ホップ動作）倒立へ向かう勢いを加速さ
せる」といった課題を設定した。また，これらを実施
する際には，途中で「倒立を経過させる」ことを最も
重要なポイントとして示した。このポイントを示した
理由については，「練習を継続していくと，膝，腰，
肩などを屈曲させ前転のように回転半径を縮めて素早
く回転しようとする人が出てくる。このようになって
しまうと一向に技能レベルが高まらないだけではな
く，着地体勢も低くなり，足首や膝の怪我にも繋がり
かねない」といった説明を加えた。
　前方倒立回転とびは，スピード感や躍動感を得られ
る魅力的な技であるため，積極的に技に取り組む学生
が多かった。しかし，やはり実施を重ねていくと，立
ち上がる動作を先取りし，倒立の局面が見られなくな
る学生も散見された。また，そういった実施に対し，
技能レベルの高い学習者も「もっと助走をつけて」や
「もっと素早く起き上がって」など，“とりあえず達成
させること”を狙いとした助言が多く聞かれた。
　そこで，一旦練習を中断させ，倒立を経過させるこ
との重要性を再確認した。また，指導側の学生に対
しては，「助走ではなく倒立までの脚の振り上げを勢
いよくさせる」ように助言するとともに，「縮こまっ
た実施を重ねることで悪い動作が定着してしまった
学生は，倒立からマットに倒れこむなど前段階に戻
りながら基礎を確認させる」ようにと伝えた。する
と，「もっと肩を伸ばして」「（倒立で）顔を起こして」
「（脚を）強く振り上げて」といった助言が交わされる
ようになり，多くの学生が達成した。また，どうして
も倒立で肩や腰が伸びず，頭部も前屈してしまう学習
者Ｅ（以下，Ｅとする）に対しては，習熟者の学習者
Ｆ（以下，Ｆとする）がiPadで動画を撮影し，動きの
問題点を把握させるとともに，習熟者の映像と比較す
ることで，達成のイメージを掴ませた。その後，Ｅの
動きはすぐには改善されなかったものの，「今のは駄
目だった」「少し良かった」など正確に内観報告でき
るようになった。これは，事例（２）でも示したよう
に，ICTを活用して自身の動作を客観的に観察するこ
とで，自己観察イメージと実際の動作の間に生じる誤
差が減少した成果といえよう。しかし，その後Ｅは，
頻繁に映像を撮影して動作を確認することはなく，自
己観察内容とＦによる助言を元に主体的に反復練習を
し，前方倒立回転は達成された。このことから，Ｅの
ような自身の動感を頼りに技を習得するタイプの学生
にとっては，ICTによる動作の把握は，断片的かつ確
認程度で十分であるといえよう。
　２）本実践で浮かび上がった課題
　以上のような実践場面を展開し，学生が授業を評価
するアンケートの中には「みんなで教え合えるスタイ
ルが楽しかった」という意見があった。満足度につい
ては，８割以上が満足と捉えていた。このことは，三
浦（2017）や北見ほか（2008）が中学生を対象として
学び合い，高め合う授業において，技能が高い生徒も
低い生徒も自己肯定感を高めることができたという結
果と同様の成果を得ることができたと捉えられよう。
また，長谷川ほか（2017）が報告したこれまで実践し
てきた教授型の授業形態と比較すると，主体的に参加
する学生が多くなったように感じられる。しかし，２
割の満足度が低かった学生は，「技が最後まで達成で
きなかった」あるいは「できている技ばかりで退屈
だった」という学生であり，このような学生の満足度
を高めるにはより分かり易く，かつ学び合いを促進で
きる環境づくりが課題であろう。
　また，ICTの活用については，事例（３）で示した
ような成果は見られたものの，積極的に映像を撮影し
ている場面は決して多く見られたわけではなかった。
中には，動作を修正するために動画を撮影しようとす
ると「恥ずかしい」といった発言をする学生も散見さ
れ，自身の動作を直視することに抵抗がある学生もい
ると感じられた。特に器械運動に苦手意識を抱く学生
は，映像を確認することで自身の動作の問題点を指摘
され，嘲笑されてしまうといった意識があるのではな
いだろうか。しかし，苦手とする学生にこそICTの活
用は有効性が高いと考えられるため，予め「友人の動
画を見て笑う，馬鹿にするなどの行為をしないこと」
などの条件を提示し，あくまで上達する（させる）こ
とを使用目的とするよう働きかけなくてはならない。
５．結論
　本研究では，器械運動の授業において「主体的・対
話的で深い学び」を達成するため，「班編成の工夫」
「全体・個別指導の工夫」「ICTの活用」を試みた。ま
ず，事前に技能レベルを自己評価させ，異なる技能
レベルが同一班に編成されるよう工夫した。これによ
り，必ず１班の中に１名～２名の習熟者がいるため，
その学生を中心に「班の全員が怪我なく課題技を達成
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すること」を目的に授業を展開した。ただ，技能レベ
ルの高い学生であってもポイントを言語化し，補助な
どのサポートをすることは未経験であるため，全体指
導や個別指導で「技のポイント」に加え「できない理
由」と「どうやったらできるのか」あるいは「補助の
仕方や外すタイミング」を随時伝えるようにした。こ
れにより学生は，教員に与えられた助言の中で自己あ
るいは他者の技能向上に必要な情報を選択し，主体的
に学び合っている様子が見て取れた。さらに，「自身
の動作がどうなっているか分からない」という学生に
対しては，ICTを用いた指導が有効であることが示唆
された。自身の動作を客観的に観察することで，自己
観察した動作のイメージと実際の動きの誤差を埋め，
自己観察が正確に行われるようになるとともに，指導
側と問題点や改善策を共通認識ができるのである。こ
れらの取り組みにより，マット運動における全ての
技で達成率94％を上回るという成果を得ることがで
きた。授業評価アンケートにおいては，「あなたはこ
の授業に意欲的・主体的に取り組むことができました
か？」という質問に対し，とてもそう思う…78.4％，
ややそう思う…21.6％（計100％）という回答を得るこ
とができ，記述式の回答においても「仲間と協力して
取り組んでいくスタイルが好きでした」「説明が分か
りやすかった」などの肯定的な記述が多く見られた。
一方，達成率も見方を変えれば達成できていない学生
が複数いることも見過ごしてはならない。また，ICT
の活用については，中程度の技能レベルを有し，かつ
意欲的な学生にとっては有効に活用されることが確認
された。しかし，最もICT活用の有効性が高いと思わ
れる技能レベルの低い学生にとっては自身の動作を観
る（観られる）ことが恥ずかしいという発言があった
ことからも，嘲笑などの的にならないよう使用上の注
意点を十分に伝えることが求められよう。
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